
圧縮性弾性体の伸縮運動を表現する
初期値境界値問題について

小杉 千春 (山口大学・創成科学研究科)

本講演では, 特異点をもつ応力関数を伴う粘性項つきの beam方程式に対する次の初期

値境界値問題 Pµ(u0, v0) (µ ≥ 0) を考える. 未知関数は, 時刻 t ∈ [0, T ]での R2 上の位

置を表す u = u(t, x)(x ∈ [0, 1])で, 定義域は Q(T ) := (0, T )× (0, 1) (T > 0)である.
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ここで, ρは弾性体の線密度を表す正定数, γ > 0, µ ≥ 0は定数, εは歪み, u0, v0 はそれ

ぞれ弾性体の初期位置と初速度を表す. f : (−1,∞) → R は応力関数で, 次式で定義する.
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, ただし κ > 0 : 定数.

以下, H := L2(0, 1)2, V1 :=
{
z ∈ H2(0, 1)2|z(0) = z(1), zx(0) = zx(1)

}
,

X := {z ∈ H1(0, 1)2|z(0) = z(1)} とする.

これまでに, P0, Pµ の弱解に対し, 以下の結果を得ている.

定理 1.([1]) T > 0, u0 ∈ V1, v0 ∈ H とする. このとき, f : R → R が単調増加な
Lipschitz連続関数であり f(0) = 0ならば, P0(u0, v0)は [0, T ]上の唯一つの弱解をもつ.

定理 2.([2]) µ > 0, T > 0, u0 ∈ V1, |u0x| > 0 on [0, 1], v0 ∈ H とする. このとき,

Pµ(u0, v0)は [0, T ]上の唯一つの弱解をもつ.

定理 3. µ > 0, u0 ∈ V1, |u0x| > 0 on [0, 1], v0 ∈ H とし, uµ を Pµ の時間大域的弱解と

する. このとき, ∃u ∈ W 1,∞(0, T ;H) ∩ L∞(0, T ;V1) s.t.

uµ → u weakly∗ in L∞(0, T ;V1), weakly∗ in W 1,∞(0, T ;H),

strongly in L2(0, T ;X) as µ → 0かつ uは P0 の時間大域的弱解である.

本講演では, Pµ(µ > 0)の強解に対する ω極限集合に関する結果 ([3])も紹介する.
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